













る。誘導体から 3 ～ 5 Å 離れたところに、正電荷及び負電荷サブポケットが存在していること
がわかり、これらのポケットを狙った Structure-Based Drug Design を行ったところ、カルボ
ン酸誘導体に顕著な活性向上が認められた。この化合物のカルボン酸部分は正電荷サブポケッ
トにあるアルギニン残基側鎖と相互作用しているものと推測される。これまでの構造活性相関
を整理し、さらに高活性 HGF アンタゴニストの創出を目指す。 
 
研究分野：構造生物学、創薬化学 








































る化合物と HGFβ鎖の X 線構造解析に基づ
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